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ゴ ー ル を 目 指 し て
　8 月 22 日、三県架橋建設促進・長島町町制施行 10 周年記
念事業 第 30 回カヌー長島海峡横断大会が開催され、選手ら
46 人が参加しました。（関連記事＝Ｐ 5）



長
島
の
夏
を
満
喫 

～
ブ
リ
の
つ
か
み
取
り
大
会
・
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会
～

引
き
継
が
れ
る
伝
統　

御
八
日
踊
り

　
「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｉ
ｎ

な
が
し
ま
２
０
１
５
」
の
第
２
弾
と

し
て
、
８
月
２
日
、
あ
づ
ま
海
水
浴

場
で
、「
ブ
リ
の
つ
か
み
取
り
大
会
」

と
「
あ
づ
ま
Ｃ
Ｕ
Ｐ
２
０
１
５
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

台
風
の
接
近
に
伴
い
、
７
月
26
日

か
ら
同
日
へ
延
期
と
な
っ
た
ブ
リ
の

つ
か
み
取
り
大
会
に
は
、
町
内
外
か

ら
２
０
０
人
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

周
り
か
ら
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、

参
加
者
ら
は
４
㎏
を
超
え
る
大
物
を

捕
ま
え
よ
う
と
奮
闘
。
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

同
会
場
内
の
砂
浜
で
行
わ
れ
た

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会
に
は
76
チ
ー
ム

が
出
場
し
ま
し
た
。
選
手
は
、
強
い

日
差
し
の
な
か
８
つ
の
コ
ー
ト
で
、

熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
、
大
粒
の
汗

を
流
し
て
い
ま
し
た
。
砂
浜
の
コ
ー

ト
を
も
の
と
も
せ
ず
、
強
烈
な
ア

タ
ッ
ク
に
レ
シ
ー
ブ
と
ハ
イ
レ
ベ
ル

な
ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
大

会
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝　

チ
ー
ム
ゆ
う
き
（
出
水
市
）

２
位　

ブ
ラ
ッ
ク
サ
ン
ダ
ー（

伊
佐
市
）

３
位　

Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｚ
Ｙ 

Ｆ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

（
鹿
児
島
市
）

　　

８
月
８
日
、
本
町
の
伝
統
行
事
で

あ
る
御
八
日
踊
り
が
、
町
内
の
神
社

や
集
落
で
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
日
は
、
各
神
社
で
神
事
が
執
り

行
わ
れ
た
後
、
各
地
区
に
伝
承
さ
れ

て
い
る
鉦
踊
り
や
棒
踊
り
、
種
子
島

踊
り
、
手
踊
り
な
ど
多
彩
な
踊
り
が

奉
納
さ
れ
、
町
内
の
雰
囲
気
は
祭
り

一
色
と
な
り
ま
し
た
。

　

島
津
忠
兼
公
が
、
謀
殺
さ
れ
て
か

ら
、
４
５
０
年
と
い
う
節
目
の
今
年

は
、
21
の
地
区
か
ら
31
の
団
体
が
踊

り
を
奉
納
。
年
々
、
継
承
者
が
少
な

く
な
り
、
伝
統
芸
能
を
保
存
し
て
い

く
の
は
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

各
保
存
会
の
努
力
に
よ
っ
て
、
伝
統

の
灯
は
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

御
八
日
踊
り
の
由
来
・
・
・

　

御
八
日
踊
り
は
、
１
５
６
５ 

年
３
月
、
野
田
領
主
島
津
忠
兼

が
、
城
川
内
の
堂
崎
城
主
天
草

越
前
正
を
攻
め
滅
ぼ
し
、
島
津

領
と
し
ま
し
た
が
、
同
年
旧
暦

７
月
８
日
、
甥
の
出
水
領
主
島

津
義
虎
に
出
水
城
で
謀
殺
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
長
島
全
土

に
悪
疫
が
流
行
し
た
の
で
、
島

民
は
こ
れ
を
忠
兼
の
た
た
り
と

し
て
、
そ
の
霊
を
慰
め
る
た
め

に
、
若
宮
神
社
に
忠
兼
の
御
霊

を
祀
り
、
毎
年
旧
暦
７
月
８
日

に
大
祭
を
し
て
、
踊
り
を
奉
納

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

鷹巣種子島鐘踊り保存会

城川内郷土芸能保存会指江子ども会育成会

蔵之元郷土芸能保存会
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三
県
架
橋
建
設
促
進
・
長
島
町
町
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業

第
30
回
カ
ヌ
ー
長
島
海
峡
横
断
大
会

小・中学校
統合・再編

　

長
島
町
立
小
・
中
学
校
の
統
合
再

編
に
か
か
る
３
回
目
の
意
見
交
換
会

が
８
月
21
日
、
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
、
７
月
の
意
見
交
換
会
で
持
ち

帰
っ
て
検
討
し
た
内
容
に
つ
い
て
、

再
度
、
町
長
部
局
と
教
育
委
員
会
に

よ
る
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
か
ら
は
「
よ
り
よ
い

教
育
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
念
頭
に

置
く
と
、
中
学
校
１
校
、
小
学
校
４

校
に
統
合
再
編
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
い
う
基
本
的
な
姿
勢
は
変
わ
ら

な
い
。
さ
ら
に
、
今
後
も
児
童
生
徒

数
は
減
少
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、

将
来
的
に
は
小
中
学
校
一
貫
校
と
し

て
同
一
敷
地
内
に
設
置
す
る
こ
と
も

念
頭
に
置
く
べ
き
で
あ
る
。
ア
ン

ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
方
法
や
結
果

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
よ
ほ
ど
慎

重
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
考

え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
町
長
部
局
か
ら
は
「
中
学

校
を
１
校
に
統
合
再
編
す
る
場
合
、

場
所
に
つ
い
て
複
数
の
考
え
方
が
あ

り
、
早
急
に
方
向
性
を
示
す
の
は
難

し
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
ず
は
２
校

に
統
合
再
編
し
て
は
ど
う
か
、
と
の

声
も
あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

は
、
子
ど
も
を
持
つ
親
の
声
を
確
認

す
る
手
段
と
し
て
実
施
し
た
い
」
と

の
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
校
の
統
合
再
編
に
つ
い
て

は
、
複
式
学
級
の
解
消
が
急
が
れ
る

と
い
う
認
識
で
一
致
し
、
保
護
者
の

理
解
を
前
提
と
し
て
、
統
合
再
編
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
で
ま
と
ま
り
ま

し
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
協
議
を
行
い
、
次
の

よ
う
な
方
向
性
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

１
．
複
式
学
級
の
解
消
に
つ
い
て
、

　

保
護
者
の
理
解
を
前
提
に
推
進
し

　

て
い
く
。

２
．
中
学
校
１
校
、
小
学
校
４
校
へ

　

の
統
合
再
編
を
推
進
し
て
い
く
が
、

　

段
階
的
な
統
合
再
編
や
中
学
校
１

　

校
、
小
学
校
１
校
の
小
中
学
校
一

　

貫
校
な
ど
に
つ
い
て
も
研
究
し
て

　

い
く
。

３
．
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
と
の
意
見
交
換
会

　

に
つ
い
て
は
開
催
の
方
向
で
調
整

　

し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
つ
い

　

て
は
、
方
法
や
結
果
の
取
り
扱
い

　

に
つ
い
て
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

　

小
・
中
学
校
の
統
合
再
編
に
つ
い

て
は
「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
よ

り
よ
い
教
育
環
境
を
整
備
す
る
」
こ

と
を
大
前
提
に
、
今
後
も
協
議
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

次
回
は
９
月
に
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

No.3

本
町
出
身
の
高
校
生 

全
国
で
活
躍

↑築地瑠偉さん（南日本新聞社提供）

↑久保亜美さん（写真中央、南日本新聞社提供）↑崎野優介さん（南日本新聞社提供）

　

本
町
出
身
の
高
校
生
た
ち
が
、
こ

の
夏
、
全
国
で
活
躍
し
ま
し
た
。

　

築
地
瑠
偉
さ
ん（
長
島
中
学
校
卒
）

は
、
鹿
児
島
実
業
高
等
学
校
野
球
部

の
５
番
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
甲
子

園
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

８
月
17
日
、
町
長
に
表
敬
訪
問
し

た
築
地
さ
ん
は
「
甲
子
園
も
１
０
０

年
、
鹿
児
島
実
業
も
１
０
０
周
年
と

い
う
節
目
の
年
だ
っ
た
。
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
が
あ
っ
た
中
で
、
し
っ
か
り

と
自
分
た
ち
の
野
球
が
で
き
、
甲
子

園
に
出
場
で
き
て
良
か
っ
た
。
２
回

戦
で
負
け
は
し
た
が
、
甲
子
園
は
と

て
も
楽
し
か
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

　

陸
上
で
は
２
人
が
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
（
近
畿
総
体
）
へ
出

場
し
ま
し
た
。

　

﨑
野
優
介
さ
ん
（
国
分
中
央
高
等

学
校
・
長
島
中
学
校
卒
）
は
、
や
り

投
げ
で
57
㍍
96
を
記
録
し
、
鹿
児
島

県
大
会
で
見
事
優
勝
。
南
九
州
予
選

で
も
入
賞
し
、
近
畿
総
体
へ
出
場
し

ま
し
た
。

　

久
保
亜
美
さ
ん
（
出
水
中
央
高

等
学
校
・
川
床
中
学
校
卒
）
は
、

８
０
０
㍍
走
に
出
場
し
、
近
畿
総
体

予
選
で
は
、
自
己
ベ
ス
ト
と
な
る
２

分
12
秒
96
を
記
録
し
、
準
決
勝
へ
出

場
し
ま
し
た
。

　

今
後
皆
さ
ん
の
更
な
る
活
躍
を
期

待
し
ま
す
。

　

児
童
・
生
徒
の
健
全
育
成
と
、
島

原
・
天
草
・
長
島
間
の
三
県
架
橋
構

想
の
実
現
に
向
け
気
運
を
高
め
る
た

め
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
第
30
回

カ
ヌ
ー
長
島
海
峡
横
断
大
会
が
８
月

22
日
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
三
県
架
橋
構
想
で
架
橋

の
経
由
地
で
あ
る
熊
本
県
天
草
市
、

長
崎
県
南
島
原
市
の
児
童
生
徒
ら
14

人
も
初
め
て
参
加
。
さ
ら
に
、
熊
本

県
玉
名
市
、
与
論
町
か
ら
も
８
人
が

加
わ
り
、
本
町
の
児
童
生
徒
24
人
と

合
わ
せ
て
46
人
が
、
ゴ
ー
ル
の
蔵
之

元
港
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
、
応
援
に
駆
け
付
け

た
家
族
ら
か
ら
声
援
を
受
け
な
が

ら
、11
時
30
分
に
牛
深
港
を
出
発
し
、

９
隻
の
救
助
船
が
見
守
る
中
、
力
強

く
海
面
を
漕
ぎ
進
み
ま
し
た
。

　

時
よ
り
潮
の
流
れ
や
う
ね
り
で
苦

戦
し
な
が
ら
も
、
長
島
海
峡
を
横
断

す
る
フ
ェ
リ
ー
第
２
天
長
丸
か
ら
の

エ
ー
ル
を
受
け
、
中
間
点
で
小
学
生

は
選
手
交
代
。
予
定
よ
り
約
30
分
早

い
、
午
後
１
時
30
分
頃
に
は
、
蔵
之

元
港
へ
全
員
が
無
事
に
ゴ
ー
ル
し
、

三
県
架
橋
の
建
設
促
進
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

長
島
町
町
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業

子
ど
も
の
た
め
の
科
学
の
祭
典

～ 

小
惑
星
「
長
島
町
」
命
名
記
念
式
典
で
開
幕 

～

　

８
月
22
日
、
23
日
の
２
日
間
、
町

開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
と
総
合
町
民
体

育
館
で
「
子
ど
も
の
た
め
の
科
学
の

祭
典
・
長
島
２
０
１
５
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

祭
典
は
、
小
惑
星
「
長
島
町
」
命

名
記
念
式
典
で
開
幕
し
ま
し
た
。

　

こ
の
小
惑
星
（
１
４
８
５
０
）
は
、

天
文
家
の
渡
辺
和
郎
さ
ん（
札
幌
市
）

ら
が
１
９
８
９
年
に
発
見
し
、
今
日

ま
で
固
有
名
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
元
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

職
員
の
寺
門
邦
次
さ
ん
の
仲
立
ち

で
、「
Ｎ
ａ
ｇ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ
ｍ
ａ
ｃ
ｈ
ｏ

（
長
島
町
）」
と
命
名
、
国
際
天
文
学

連
合
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
認
定
証
の
贈
呈
式
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
、
渡
辺
和
郎
さ
ん

と
、
寺
門
邦
次
さ
ん
両
氏
に
よ
る
記

念
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
終
了
後
、
総
合
町
民
体
育

館
で
は
鹿
児
島
市
立
科
学
館
、
大
学

講
師
、
近
隣
の
公
立
高
等
学
校
、
町

内
の
小
中
学
校
の
先
生
方
、
東
町
漁

協
な
ど
の
協
力
を
得
て
「
み
る
・
さ

わ
る
・
つ
く
る
コ
ー
ナ
ー
」
の
各
講

座
が
開
講
。
26
の
ブ
ー
ス
が
出
展
さ

れ
、
参
加
し
た
の
べ
４
７
０
人
の
児

童
生
徒
ら
は
、
興
味
の
あ
る
思
い
思

い
の
講
座
に
参
加
し
、
多
種
多
様
な

体
験
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

↑牛深ハイヤ橋を背にゴールを目指す選手ら

↑約 2 時間かけて無事にゴール！

↑認定書を手にする渡辺和郎さんと川添町長

↑洗濯のりと水・ホウ酸水を使ったスライム作り
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根元から倒れたセンダンの木（平尾小学校）

「
黒
之
瀬
戸
大
橋
の
通
行
止
め
」
情
報
も
配
信
し
ま
す

「
登
録
制
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
」

を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

１
．
配
信
情
報

　

黒
之
瀬
戸
大
橋
通
行
規
制
情
報
、

気
象
情
報
、
地
震
情
報
、
避
難
に
関

す
る
情
報
な
ど

２
．
登
録
方
法

（
１
）
空
メ
ー
ル
を
送
信

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
空

メ
ー
ル
（
件
名
、
本
文
不
要
）
を

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
が
読
め
な
い
場
合
は
「bousai.

n
ag

ash
im

a-to
w

n
@

raid
en

.
ktaiw

ork.jp

」
へ
空
メ
ー
ル
を
送
信

し
て
く
だ
さ
い
。

（
２
）
仮
登
録
完
了
メ
ー
ル
受
信

　
「
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
本
登
録
の
ご

案
内
」と
い
う
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。

メ
ー
ル
末
尾
記
載
の
「
以
下
の
Ｕ
Ｒ

Ｌ
か
ら
一
週
間
以
内
に
本
登
録
を
実

施
し
て
く
だ
さ
い
。」
で
指
定
さ
れ

た
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

（
３
）
ユ
ー
ザ
ー
情
報
登
録
画
面

　

ユ
ー
ザ
ー
情
報
登
録
の
「
次
へ
」

へ
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
４
）
設
定
内
容
の
確
認
画
面

　

登
録
内
容
の
確
認
画
面
が
表
示
さ

れ
ま
す
。
よ
ろ
し
け
れ
ば
「
登
録
」

ボ
タ
ン
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

（
５
）
登
録
完
了
画
面

　

登
録
の
完
了
画
面
が
表
示
さ
れ
、

数
分
以
内
に
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
登
録

完
了
名
の
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。
こ

の
メ
ー
ル
に
は
、登
録
内
容
の
変
更
・

配
信
解
除
用
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

※
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
は
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。

↑ QR コード

町
内
全
域
で
被
害 

～
台
風
15
号
～
　

８
月
25
日
未
明
か
ら
本
町
を
襲
っ

た
非
常
に
強
い
台
風
15
号
に
よ
り
、

町
内
各
地
で
多
く
の
被
害
が
出
ま
し

た
。

　

25
日
の
午
前
３
時
30
分
、
黒
之
瀬

戸
大
橋
と
伊
唐
大
橋
に
通
行
規
制

（
歩
行
者
・
二
輪
車
通
行
止
め
）
が

か
け
ら
れ
、
そ
の
10
分
後
に
は
風
速

25
メ
ー
ト
ル
を
計
測
し
、
全
面
通
行

止
め
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

午
前
５
時
50
分
に
は
橋
の
通
行

規
制
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の

２
時
間
弱
の
間
に
、
強
風
・
大
雨
に

よ
る
被
害
が
数
多
く
発
生
し
ま
し

た
。

倒
木
に
よ
る
被
害

　

今
回
の
台
風
で
、
最
も
報
告
件
数

が
多
か
っ
た
の
が
、
強
風
に
よ
る
倒

木
の
被
害
で
し
た
。
倒
木
に
よ
り
道

路
が
遮
断
さ
れ
た
り
、電
線
の
切
断
、

家
屋
の
一
部
損
壊
な
ど
多
数
の
被
害

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

家
屋
・
施
設
の
被
害

　

強
風
に
よ
る
飛
来
物
で
、
住
宅
や

公
共
施
設
の
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
る
な

ど
の
報
告
が
数
件
あ
り
ま
し
た
。

　

倉
庫
な
ど
の
建
物
倒
壊
の
報
告
も

数
件
あ
り
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
人

的
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

停
電
に
よ
る
影
響

　

25
日
の
午
前
３
時
30
分
頃
か
ら
始

ま
っ
た
停
電
は
、本
町
の
み
な
ら
ず
、

出
水
市
、
阿
久
根
市
な
ど
の
広
域
に

渡
っ
て
発
生
し
ま
し
た
。
25
日
の
昼

過
ぎ
に
復
旧
し
た
地
域
も
あ
り
ま
し

た
が
、
27
日
の
夜
ま
で
時
間
を
要
し

た
地
域
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
停
電
の
影
響
に
よ
り

一
部
の
地
域
で
は
断
水
も
発
生
し
ま

し
た
。

避
難
所
の
開
設

　

町
で
は
24
日
の
午
前
10
時
に
災
害

対
策
本
部
を
設
置
し
、
午
後
５
時
に

避
難
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

避
難
所
に
は
、
最
大
95
世
帯

１
３
０
人
の
町
民
が
避
難
し
ま
し
た
。

　台風が去った 25 日早朝から、長島町消防団（諏訪
義則団長）と長島町建友会（福山義弘会長）は倒木や
土砂の撤去など迅速に作業を行い、道路の通行止めな
どが早期に解消され、災害復旧に尽力しました。
　長島町建友会の福山義弘会長は「災害時は、町との
協定に基づいて、各地区の会員が道路などの点検を行
い、早期の復旧を心がけています。少しでも町民の役
に立てれば幸いです」と話しました。

風雨によるがけ崩れ（白瀬港臨港道路）

陸揚げしていた船も強風で倒される（潟集落） 大きな杉の木も根元から倒れ道路を遮断（菅牟田宮ノ浦線）

　

※
迷
惑
メ
ー
ル
防
止
機
能
を

お
使
い
の
方
は
、
登
録
す
る
前

に
「nagashim

a-tow
n@

raiden.
ktaiw

ork.jp

」 

か
ら
の
メ
ー
ル
を
受

信
で
き
る
よ
う
に
許
可
設
定
し
て
く

だ
さ
い
。
で
き
な
い
場
合
は
、
各
携

帯
会
社
販
売
店
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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「
長
島
の
感
性
を
磨
く
旅
」
研
修
報
告

　

７
月
31
日
か
ら
８
月
４
日
の
５
日
間
、
東
京
～
山
梨
県
清
里
～
長
野
県
川
上
村
・
小
布
施
町
～
石
川

県
能
美
市
・
氷
見
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
「
地
方
か
ら
価
値
を
作
る
」
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
。
川
添
町
長
、
井
上
副
町
長
、
町
議
会
、

東
町
漁
協
、
商
工
会
、
鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫
、
役
場
職
員
ら
20
人
が
参
加
し
た
「
長
島
の
感
性
を
磨

く
旅
」
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

市
民
立

4

4

4

美
術
館

　

東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館

　

東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
は
、
認
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
グ
ッ
ド
・
ト
イ
委

員
会
が
、
２
０
０
７
年
に
廃
校
と

な
っ
た
新
宿
区
立
四
谷
第
四
小
学
校

の
校
舎
へ
移
転
・
運
営
し
て
い
る
美

術
館
で
す
。
体
験
型
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

と
し
て
、
年
間
約
12
万
人
以
上
の
来

館
者
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

今
で
は
、
成
功
し
て
い
る
当
美
術

館
で
す
が
移
転
当
初
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
次
の
よ
う
な
工
夫
で
解
決
し
て

き
ま
し
た
。

「
初
期
費
用
約
１
億
円
」
の
調
達

・「
一
口
館
長
」
制
度
を
設
立
し
、

多
く
の
市
民
か
ら
少
額
の
寄
附
を
募

る
仕
組
み
を
整
備
。
寄
附
者
に
は
名

前
入
り
積
み
木
の
永
久
展
示
と
い
っ

た
特
典
を
付
け
、
寄
附
し
や
す
い
環

境
の
整
備
。

・「
設
立
応
援
債
」
と
い
う
一
口

50
万
円
か
ら
の
公
募
債
を
設
け
、
理

事
や
知
り
合
い
な
ど
か
ら
募
集
。

・「
一
口
館
長
」
制
度
で
信
頼
を
得
、

金
融
機
関
か
ら
の
「
借
入
」
の
実
施
。

「
運
営
費
用
」
の
捻
出

・
収
入
増
＝
入
館
者
増
の
た
め
に
、

平
日
の
入
館
者
増
に
着
目
。
赤
ち
ゃ

ん
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
当
て
た
「
赤

ち
ゃ
ん
木
育
ひ
ろ
ば
」
を
整
備
。
ま

た
、
積
極
的
に
幼
稚
園
、
保
育
園
の

遠
足
を
誘
致
。

・
体
験
型
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ゆ
え
に「
ヒ

ト
」の
存
在
が
重
要
な
こ
と
か
ら「
お

も
ち
ゃ
学
芸
員
」シ
ス
テ
ム
を
導
入
。

通
常
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
よ

り
も
負
担
の
大
き
い
資
格
制
度
の
よ

う
な
形
を
と
り
、
高
い
意
識
を
持
つ

人
の
み
を
募
集
し
、
人
件
費
を
抑
え

た
質
の
高
い
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
。

　

こ
の
よ
う
に
、
当
美
術
館
は
「
一

口
館
長
」
制
度
に
よ
る
お
金
の
寄
附

と
、
お
も
ち
ゃ
学
芸
員
の
「
時
間
の

寄
附
」
と
い
う
「
ヒ
ト
」
の
寄
附
に

よ
り
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
市
民
立

4

4

4

美
術
館
」
と
う
た
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
は
現
在
、

「
木
育
推
進
事
業
（
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー

ト
）」
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、「
木
」
を
真
ん
中

に
置
い
た
子
育
て
・
子
育
ち
環
境
を

整
備
し
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が

人
生
最
初
の
ス
テ
ー
ジ
を
、
木
の
温

も
り
を
感
じ
な
が
ら
、
楽
し
く
豊
か

に
送
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
し
て

い
く
取
り
組
み
で
、「
子
育
て
支
援
」、

「
環
境
保
全
」、「
地
方
創
生
」
の
３

つ
の
利
点
が
生
ま
れ
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

清
里
・
萌
木
の
村

　

山
梨
県
清
里
は
八
ヶ
岳
の
南
麓
に

広
が
る
高
原
地
帯
で
あ
り
、
開
拓
に

よ
っ
て
開
か
れ
た
土
地
で
す
。
戦
後

に
は
観
光
業
振
興
の
影
響
を
受
け
て

発
展
し
、昭
和
50
年
代
に「
清
里
ブ
ー

ム
」
が
起
こ
り
、
関
東
圏
か
ら
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
ま
し
た
。
押
し
寄

せ
る
観
光
客
目
当
て
の
ペ
ン
シ
ョ
ン

や
店
舗
が
乱
立
し
ま
し
た
が
、
バ
ブ

ル
崩
壊
が
起
き
る
と
ブ
ー
ム
が
沈
静

化
。
最
盛
期
に
作
ら
れ
た
店
舗
の
閉

鎖
が
相
次
ぎ
駅
前
通
り
は
閑
散
と
し

皮
肉
に
も
「
廃
屋
通
り
」
と
呼
ば
れ

る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
は
40

件
あ
っ
た
民
宿
も
現
在
は
１
軒
も

残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
も
唯
一
気
を
吐
く
観
光
名

所
が
「
萌も

え
ぎ木
の
村
」
で
す
。
こ
の
施

設
は
、
現
在
観
光
庁
の
観
光
カ
リ
ス

マ
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
舩
木
上
次

村
長
が
、
昭
和
46
年
に
清
里
で
初
め

て
の
喫
茶
店
「
ロ
ッ
ク
」
を
オ
ー
プ

ン
。
現
在
は
地
ビ
ー
ル
や
八
ヶ
岳
山

麓
の
畜
産
加
工
品
の
販
売
所
も
あ
り

ま
す
が
、
一
流
ホ
テ
ル
の
シ
ェ
フ
の

舌
を
唸
ら
せ
た
『
ロ
ッ
ク
カ
レ
ー
』

が
有
名
な
と
こ
ろ
で
す
。

　

舩
木
氏
と
の
面
会
ま
で
の
間
、

施
設
内
に
あ
る
オ
ル
ゴ
ー
ル
博
物

館
「
ホ
ー
ル
オ
ブ
ホ
ー
ル
ズ
」
で

１
９
０
０
年
の
パ
リ
博
覧
会
時
に
出

展
さ
れ
た
パ
イ
プ
式
の
オ
ル
ゴ
ー
ル

な
ど
の
演
奏
を
聞
き
ま
し
た
。
現
在

で
も
丁
寧
に
手
入
れ
さ
れ
た
オ
ル

ゴ
ー
ル
が
動
く
事
に
驚
き
、
迫
力
の

あ
る
音
と
各
器
官
が
動
き
連
動
し
て

発
音
す
る
仕
組
み
に
た
だ
感
動
す
る

ば
か
り
で
し
た
。

　

ホ
ー
ル
オ
ブ
ホ
ー
ル
ズ
の
館
長

は
「
五
感
で
感
じ
、
そ
れ
を
確
実
に

頭
に
イ
ン
プ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
大
切

で
、
そ
の
よ
う
に
し
て
残
っ
た
記
憶

は
、
少
な
か
ら
ず
そ
の
後
の
未
来
に

影
響
を
与
え
ま
す
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。「
Ｃ
Ｄ
や
カ
ー
ス
テ
レ
オ
な
ど

か
ら
経
由
し
て
録
音
さ
れ
た
音
」
と

「
実
際
に
聴
く
生
の
音
」
は
、
全
く

別
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
確
か

に
私
た
ち
は
Ｃ
Ｄ
で
聴
く
音
楽
に
拍

手
は
し
な
い
と
い
う
話
で
し
た
。

　

館
を
出
た
後
、
こ
の
施
設
の
代
表

で
あ
る
舩
木
上
次
氏
の
話
を
聞
き
ま

し
た
。

　

舩
木
氏
は
、
清
里
の
急
激
な
開
発

と
没
落
を
全
て
目
の
当
た
り
に
し
な

が
ら
も
、
清
里
を
本
物
の
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
ー
と
感
動
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
る
地
域
文
化
の
あ
る
観
光
地
に

す
る
べ
く
、
人
材
育
成
や
バ
レ
エ
コ

ン
サ
ー
ト
の
開
催
な
ど
地
道
に
独
自

の
活
動
を
続
け
、
流
行
に
流
さ
れ
ず

地
元
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

舩
木
氏
が
流
行
に
流
さ
れ
な
い
の

は
、「
知
識
と
技
術
が
あ
っ
て
も
素

人
は
セ
ン
ス
が
な
い
。
儲
か
る
事
よ

り
も
儲
か
ら
な
い
事
に
よ
っ
て
得
ら

れ
る
事
の
方
が
大
事
だ
と
い
う
モ
ノ

サ
シ
が
必
要
。
価
値
を
作
れ
る
人
が

価
値
を
作
れ
な
い
人
を
支
配
す
る
。

言
わ
ば
価
値
の
創
造
者
が
勝
ち
組
な

の
だ
」
と
い
う
哲
学
を
持
っ
て
い
る

か
ら
で
す
。
そ
れ
は
清
里
開
拓
の
父

で
あ
る
ポ
ー
ル
・
ラ
ッ
シ
ュ
氏
の

「D
o your best, and it m

ust be 
first class

（
最
前
を
尽
く
せ
。
し

か
も
一
流
で
あ
れ
）」
と
い
う
言
葉

を
実
践
し
た
結
果
の
賜
物
で
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
夜
は
「
清
里
フ
ィ
ー
ル
ド

バ
レ
エ
・
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
鑑
賞
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
舩
木
氏
が
「
田

舎
に
い
て
も
本
物
の
芸
術
に
触
れ
て

感
動
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い
の

も
と
、
１
９
９
０
年
か
ら
始
め
た
野

外
で
の
本
格
的
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ

エ
公
演
で
す
。「
田
舎

4

4

だ
か
ら
と
二

流
ダ
ン
サ
ー
だ
け
で
は
必
ず
飽
き
ら

れ
る
。
一
流
の
メ
ン
バ
ー
で
開
催
し

た
い
」
と
い
う
信
念
と
、「
清
里
で

し
か
見
れ
な
い
、
清
里
の
自
然
を
最

大
限
に
生
か
し
た
い
」
と
い
う
熱
い

思
い
か
ら
始
め
た
こ
の
公
演
は
当

初
、
30
人
程
度
の
観
客
し
か
集
ま
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
回
を
重
ね
る

ご
と
に
観
客
は
増
え
、
入
場
者
数

８
５
０
０
人
に
も
上
る
な
ど
、
世
界

で
も
類
を
見
な
い
屋
外
バ
レ
エ
公
演

に
ま
で
成
長
し
ま
し
た
。
そ
の
日
の

夜
は
、
実
際
に
フ
ィ
ー
ル
ド
バ
レ
エ

を
鑑
賞
し
、「
一
流
の
芸
術
に
触
れ

て
人
は
感
動
す
る
」
機
会
を
持
つ
大

切
さ
を
実
感
し
た
夜
と
な
り
ま
し
た
。

卒
業
生
が
こ
の
学
校
で
結
婚
式
を
挙

げ
る
の
を
夢
見
て

～
川
上
中
学
校
～

　

川
上
村
立
川
上
中
学
校
は
、「
川

上
村
は
、
レ
タ
ス
な
ど
の
野
菜
栽
培

だ
け
で
な
く
、
林
業
も
村
の
柱
。
レ

タ
ス
栽
培
が
盛
ん
に
な
る
前
は
、
住

民
の
多
く
が
林
業
で
生
計
を
立
て
て

い
た
。
そ
の
林
業
の
文
化
を
、
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
た
い
。」
と
い
う
願

い
の
も
と
、「
川
上
村
産
の
唐
松
」

を
中
心
に
造
ら
れ
た
校
舎
で
、
次
の

よ
う
な
特
徴
が
あ
り
ま
し
た
。

・
川
上
村
産
の
唐
松
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
い
、
村
有
林
37 

ha
か
ら
切
り
出
さ

れ
た
１
０
３
５
㎥
も
の
木
材
を
、
建

物
の
構
造
、
外
装
、
内
装
に
大
量
に

使
用
。

・
建
築
材
と
し
て
の
利
用
の
み
な
ら

ず
、
生
徒
の
机
や
椅
子
な
ど
の
家
具

も
村
産
の
唐
松
を
利
用
し
、
教
職
員

の
机
、会
議
テ
ー
ブ
ル
、ラ
ン
チ
ル
ー

ム
の
テ
ー
ブ
ル
な
ど
に
は
天
然
唐
松

の
練
り
付
け
を
施
工
。

・
エ
コ
ス
ク
ー
ル
の
認
定
を
受
け
、

文
部
科
学
省
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
、
林
野
庁
、

長
野
県
、
国
土
交
通
省
か
ら
補
助
を

受
け
た
複
合
多
彩
な
施
設
。

・
２
０
０
５
年
の
愛
・
地
球
博
に
出

展
さ
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
モ
ン
２
に

展
示
さ
れ
た
オ
ブ
ジ
ェ
（
作
品
名
：

プ
レ
イ
ヤ
ー
エ
イ
リ
ア
ン
）
や
カ

ナ
ダ
館
で
使
用
さ
れ
た
ダ
グ
ラ
ス

フ
ァ
ー
（
米
松
）
の
寄
贈
を
受
け
、

生
徒
の
み
な
ら
ず
保
育
園
児
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
通
う
お
年
寄
り
な
ど
、

村
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
も
利
用
で

き
る
公
園
広
場
を
整
備
。

・
村
有
林
交
換
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ

る
、
大
桑
村
の
ヒ
ノ
キ
、
根
羽
村
の

杉
、
そ
し
て
川
上
村
の
唐
松
が
交
流

の
証
と
し
て
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
横
に

配
置
。

　

平
成
20
年
に
完
成
し
た
こ
の
校
舎

は
、建
設
に
関
わ
っ
た
人
の
間
で「
祖

父
母
が
植
え
、親
が
育
て
た
唐
松
で
、

孫
が
学
ぶ
新
校
舎
」
と
言
わ
れ
、
こ

の
思
い
を
込
め
て
造
ら
れ
た
新
校
舎

は
１
０
０
年
持
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

村
産
の
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
。
ド
イ
ツ
製
の

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
設
置
し
て
い
る

音
楽
室
で
、
将
来
、
卒
業
生
が
こ
こ

で
結
婚
式
を
挙
げ
て
く
れ
る
の
が
夢

だ
と
藤
原
忠
彦
川
上
村
長
は
話
し
て

い
ま
し
た
。

～長島の感性を磨く旅～

↑東京おもちゃ美術館

↑赤ちゃん木育ひろば

↑舩木上次 村長

↑パリ博覧会の名作「リモネール 1900」

↑パイプオルガンも設置している音楽室

↑村産の唐松で造られたランチルーム↑プレイヤーエイリアンが迎える川上中学校
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～長島の感性を磨く旅～
日
本
一
の
レ
タ
ス
産
地
、
川
上
村

　

川
上
村
は
、
標
高
１
１
０
０
ｍ
か

ら
１
５
０
０
ｍ
に
位
置
す
る
立
地
条

件
を
生
か
し
、
レ
タ
ス
や
白
菜
な
ど

の
高
原
野
菜
を
中
心
に
発
展
を
遂
げ

て
き
ま
し
た
。
特
に
レ
タ
ス
は
日
本

一
の
生
産
量
を
誇
り
、
夏
秋
レ
タ
ス

に
お
い
て
は
、
全
国
の
生
産
量
の
約

30
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

６
月
中
旬
か
ら
始
ま
る
レ
タ
ス
の

収
穫
作
業
は
、
10
月
中
旬
ま
で
続
き

ま
す
。
こ
の
間
、
村
民
は
朝
４
時
か

ら
総
出
で
作
業
を
始
め
る
と
の
こ
と

で
し
た
。
都
心
部
へ
野
菜
を
供
給
す

る
重
要
な
産
地
の
た
め
、
安
定
し
た

価
格
で
の
取
引
が
可
能
と
な
り
、
レ

タ
ス
畑
１
反
あ
た
り
の
売
上
額
は

80
万
円
と
高
い
収
益
性
を
持
っ
て
い

ま
す
が
、
農
繁
期
の
農
業
従
事
時
間

を
見
る
と
、
決
し
て
楽
な
の
も
で
は

な
い
と
想
像
で
き
ま
す
。
ま
た
、
農

閑
期
と
な
る
冬
場
は
、
平
均
気
温
が

氷
点
下
と
な
る
こ
と
か
ら
、
農
業
は

ほ
と
ん
ど
で
き
ま
せ
ん
。

　

村
で
は
、
こ
の
農
閑
期
に
、
文
化

や
芸
術
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
24
時

間
利
用
で
き
る
図
書
館
な
ど
も
整
備

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
グ
ル
ー

プ
な
ど
は
、
こ
の
農
閑
期
を
利
用
し

て
、
海
外
旅
行
な
ど
余
暇
を
有
効
活

用
し
て
お
り
、
村
役
場
職
員
も
海
外

研
修
に
行
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

こ
う
い
っ
た
若
者
や
女
性
に
開
か

れ
た
村
づ
く
り
を
す
す
め
、
若
者
に

と
っ
て
魅
力
あ
る
農
村
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
川
上
村
の

農
業
後
継
者
の
定
着
率
は
高
く
、
全

国
平
均
を
大
き
く
上
回
る
数
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。

「
協
働
」
と
「
交
流
」
小
布
施
町

　

小
布
施
の
ま
ち
づ
く
り
は
先
人
た

ち
の
積
み
重
ね
や
町
の
特
徴
や
強
み

を
守
り
つ
つ
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

栗
な
ど
の
果
樹
栽
培
を
中
心
と
し

た
「
農
業
立
町
」、
ま
た
、
文
化
遺

産
を
生
か
し
た
「
文
化
立
町
」
と
し

て
の
ま
ち
づ
く
り
が
大
き
な
二
大
柱

を
掲
げ
、
人
口
政
策
と
し
て
宅
地
分

旧
高
校
体
育
館
を
改
修
し
た
庁
舎

氷
見
市
役
所

　

氷
見
市
の
本
川
祐
治
郎
市
長
は
、

「
喜
ば
れ
な
い
道
路
、
使
わ
れ
な
い

公
園
、
求
め
ら
れ
な
い
品
質
の
施
設

を
造
っ
て
も
意
味
が
な
い
。
ま
ち
づ

く
り
は
『
ハ
ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト
へ
、

ソ
フ
ト
か
ら
ハ
ー
ト
へ
』
変
わ
っ
て

き
て
い
る
認
識
が
必
要
だ
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

氷
見
市
の
新
庁
舎
は
、
学
校
統
合

で
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
高
校
の
校

舎
と
体
育
館
を
改
修
し
て
使
用
。
さ

ま
ざ
ま
な
行
政
の
課
題
等
に
つ
い
て

対
話
を
通
じ
て
問
題
解
決
を
目
指

す
た
め
、
日
本
で
初
め
て
本
格
的

な
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
を
置

い
た
庁
舎
で
す
。
総
事
業
費
は
約

19
億
４
千
万
円
で
、
新
築
で
見
込
ま

れ
る
額
と
比
べ
る
と
約
10
億
円
費
用

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
体
育
館
の
フ
ラ
ッ
ト
で
広
い
ス

ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
壁
を
取
り
払
い

各
課
を
配
置
し
、
状
況
に
応
じ
自
由

に
配
置
変
え
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
非
常
に
機
能
的
な
造
り
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

庁
舎
内
に
入
る
と
、
職
員
全
員
が

立
っ
て
拍
手
で
私
た
ち
を
迎
え
て
く

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
入
口
近
く
の

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
は
「
歓
迎
長
島

の
感
性
を
磨
く
旅
御
一
同
様
」
と
書

か
れ
て
あ
り
，
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で

気
配
り
が
し
て
あ
り
，
訪
れ
た
人
を

お
も
て
な
し
す
る
気
持
ち
が
表
れ
て

い
ま
し
た
。
長
島
町
役
場
で
も
他
の

自
治
体
か
ら
視
察
な
ど
が
あ
る
時
は

正
面
玄
関
付
近
に
書
い
て
お
く
と
印

象
が
違
っ
て
く
る
の
で
は
と
思
い
ま

し
た
。

　

氷
見
漁
港
近
く
に
氷
見
の
定
置
網

や
漁
具
、
民
具
な
ど
を
一
堂
に
展
示

し
た
「
ひ
み
漁
業
交
流
舘
魚と

と

ざ

々
座
」

が
あ
り
ま
し
た
。

　

漁
具
な
ど
に
実
際
に
手
で
触
れ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
当
日
も
夏
休
み
の
子
供
た
ち
が

喜
ん
で
漁
具
を
触
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
施
設
の
中
で
は
、
魚
の
捌
き
方

や
魚
を
使
っ
た
料
理
教
室
を
開
け
る

ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
子
供
た
ち
や
都
市

部
の
人
た
ち
と
の
交
流
の
場
と
し
て

有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

地
方
創
生
に
お
け
る
「
ブ
リ
奨
学
金

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
研
究
と
推
進
に
係

る
覚
書
の
締
結

　

８
月
３
日
、
氷
見
市
役
所
で
、
本

町
と
氷
見
市
、
慶
応
大
学
Ｓ
Ｆ
Ｃ
研

究
所
の
三
者
共
同
で
、「
ブ
リ
奨
学

金
」
を
中
核
と
し
た
「
ぶ
り
奨
学
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
構
築
す
る
覚
書
の
締

結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
氷
見
の
寒
ブ
リ
」
と
「
長
島
町

の
養
殖
ブ
リ
」、
若
者
の
人
口
流
出

と
い
う
共
通
の
課
題
を
抱
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
本
町
の
地
方
版
総
合
戦

略
策
定
副
委
員
長
で
氷
見
市
の
総
合

戦
略
策
定
に
も
携
わ
っ
て
い
る
慶
応

大
学
の
玉
村
雅
敏
教
授
の
助
言
の
も

と
、
子
育
て
の
負
担
軽
減
や
若
者
の

定
住
促
進
を
目
的
に
、
高
校
、
大
学

在
学
時
に
奨
学
金
を
支
給
し
、
卒
業

後
、
町
に
在
住
す
れ
ば
返
済
を
免
除

す
る
こ
と
を
想
定
し
た
「
ブ
リ
奨
学

金
」
創
設
の
た
め
の
、
財
源
の
枠
組

み
を
共
同
で
研
究
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

締
結
式
終
了
後
、
本
川
氷
見
市
長

は
「
こ
の
奨
学
金
が
人
口
の
流
れ
を

変
え
る
う
ね
り
と
な
る
よ
う
期
待
し

た
い
」
と
、
川
添
町
長
は
「
氷
見
市

と
共
に
一
日
で
も
早
い
制
度
の
確
立

を
目
指
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

流
と
い
っ
た
場
づ
く
り
を
実
施
し
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
人
と
人
の
ふ

れ
あ
い
（
出
会
い
）
と
な
り
、
町
の

魅
力
の
発
信
に
繋
が
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。

　

視
察
研
修
し
た
小
布
施
町
立
図
書

館
「
ま
ち
と
し
ょ
テ
ラ
ソ
」
で
町
長

か
ら
の
話
を
伺
っ
て
い
る
時
間
も
で

し
た
が
、
実
際
に
町
な
か
を
歩
き
な

が
ら
の
話
や
地
元
の
か
た
が
た
と
の

会
話
は
と
て
も
魅
力
的
で
し
た
。

日
本
一
小
さ
い
専
業
農
家
「
風
来
」

～
店
主　

西
田
栄
喜
氏
～

　

石
川
県
能
美
市
に
あ
る
、
サ
ッ

カ
ー
コ
ー
ト
半
分
の
面
積（
約
30
ａ
）

の
畑
と
、
小
さ
な
ハ
ウ
ス
３
棟
で
、

年
間
１
２
０
０
万
円
売
り
上
げ
る
専

業
農
家
「
風
来
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
「
風
来
」
の
店
主
、
西
田
栄
喜
さ

ん
に
よ
る
と
、
農
業
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
、
キ
ム
チ
を
売
ろ
う
と
思
っ

た
こ
と
が
「
風
来
」
の
始
ま
り
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

　
「
風
来
」
で
は
、
自
然
栽
培
・
無

↑高校体育館を改修した氷見市役所

↑ひみ漁業交流舘「魚々座」

↑覚書を交わす川添町長と本川祐治郎氷見市長（中央）、玉村雅敏慶応大学教授（右から 2 番目）
↑「風来」店主　西田栄喜氏

↑市村良三小布施町長の案内で、小布施のまちづくりを見学

譲
を
過
去
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
時
、
以
前
か
ら
の
住
民
と
移
住
し

て
き
た
住
民
の
間
に
は
ほ
と
ん
ど
問

題
が
起
き
る
こ
と
も
な
く
融
合
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
町
民
一
体
と

な
っ
た
町
づ
く
り
が
実
現
で
き
た
と

の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
町
民
主
導
の
ま
ち
づ
く
り

を
大
切
に
し
て
お
り
、
行
政
は
町
民

力
が
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
な

仕
組
み
を
つ
く
り
、
知
っ
て
も
ら
い

活
用
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、

町
外
企
業
や
専
門
機
関
、
地
域
間
交

農
薬
・
無
肥
料
を
基
本
と
し
、
命
の

価
値
観
の
高
い
野
菜
を
作
る
こ
と
を

第
一
に
生
産
し
て
い
ま
し
た
。
年
間

50
種
類
以
上
の
野
菜
を
生
産
す
る
こ

と
に
よ
り
、
リ
ス
ク
を
分
散
し
、
そ

れ
を
販
売
す
る
に
も
成
功
・
失
敗
の

過
程
を
正
直
に
公
開
す
る
こ
と
で
買

い
手
に
安
心
を
与
え
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
安
心
・
安
全
が
求
め
ら
れ

る
今
の
時
代
、作
る
過
程
を
公
開
し
、

消
費
者
に
需
要
を
促
す
こ
と
も
ひ
と

つ
の
戦
略
で
あ
り
、
ま
た
消
費
者
も

買
う
リ
ス
ク
、
食
べ
る
リ
ス
ク
を
少

し
で
も
軽
減
で
き
る
良
い
方
法
だ
と

思
い
ま
し
た
。

　

作
っ
た
野
菜
の
販
売
方
法
と
し
て

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
を
主
に

し
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
し
、
宣
伝
広
告
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。

　

野
菜
単
品
の
販
売
で
は
な
く
、
地

元
産
の
肉
や
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
、

合
わ
せ
売
り
す
る
こ
と
に
よ
り
付
加

価
値
を
付
け
、
売
上
額
の
底
上
げ
を

図
っ
て
い
ま
す
。
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● インターネットの回答期間（９月１０日～９月２０日）

● 紙の調査票の回答期間　　（１０月１日～１０月７日）

● 記入いただいた調査票は、調査員が訪問しますので提出してください。

　（郵送による提出は、今回実施していません。）

● 調査票には、あなたの世帯の世帯員をもれなく記入してください。

　記入する内容（基準日：１０月１日）

　①世帯について　②住まいについて　③仕事について

　④就業・通学について　⑤勤め先・事業・仕事の内容について

※国勢調査をよそおった「かたり調査」にご注意ください。

◎問い合わせ先　役場企画財政課　☎（86）1134［直通］

労働力調査は、我が国の失業率や雇用の実態を明らかにする重要な統計調査です。

総務省統計局が鹿児島県を通じて毎月実施しています。

対象は、統計的な方法に基づき無作為に選ばれた世帯の１５歳以上の方です。

調査対象に選定された地域の皆様のお宅に統計調査員が伺った際には、

調査へのご回答をお願いします。

労働力調査にご理解をお願いします
◎調査期間　平成２７年１０月～平成２８年１月　◎対象地域　浜漉地区

平成２７年国勢調査が実施されます
国勢調査にご理解をお願いします。

９月上旬から調査員がお伺いし、配布します。

「インターネット回答する世帯」 「紙の調査票で回答する世帯」

インターネット回答利用案内封筒 調査書類収納封筒

で
ん
ぷ
ん
用
サ
ツ
マ
イ
モ
の
計
画
出
荷
に
努
め
ま
し
ょ
う
！

　

本
町
の
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、青
果
用
、

加
工
用
、
焼
酎
用
、
で
ん
ぷ
ん
用
と

多
く
の
用
途
に
仕
分
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
今
年
５
月
に
赤

崎
の
で
ん
ぷ
ん
工
場
が
操
業
を
休
止

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

町
は
、
Ｊ
Ａ
や
県
地
域
振
興
局
な

ど
と
協
議
を
重
ね
、
今
年
生
産
さ
れ

た
で
ん
ぷ
ん
用
サ
ツ
マ
イ
モ
の
出
荷

先
を
、
阿
久
根
市
脇
本
の
「
日
本
澱

粉
三
笠
工
場
」
と
南
九
州
市
知
覧
町

の
「
Ｊ
Ａ
南
薩
拠
点
霜
出
澱
粉
工

場
」
の
２
カ
所
と
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

今
後
は
町
外
へ
の
出
荷
と
な
る
た

め
に
、
よ
り
厳
選
さ
れ
た
で
ん
ぷ
ん

用
サ
ツ
マ
イ
モ
の
出
荷
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　

サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
時
期
は
、
他

の
農
作
物
と
の
作
業
が
集
中
す
る
時

期
で
す
が
、
良
質
な
で
ん
ぷ
ん
生
産

の
た
め
に
は
、
計
画
的
な
出
荷
が
不

可
欠
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
本
町
の
で
ん
ぷ
ん

用
サ
ツ
マ
イ
モ
の
生
産
を
安
定
し
て

続
け
る
た
め
に
は
、
農
家
の
み
な
さ

ん
一
人
一
人
の
心
が
け
が
必
要
で
す

の
で
、
以
下
の
こ
と
に
留
意
し
て
今

後
の
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

①
作
業
計
画
の
検
討

　

９
月
か
ら
11
月
ま
で
は
サ
ツ
マ
イ

モ
の
収
穫
だ
け
で
は
な
く
、
ジ
ャ
ガ

イ
モ
の
植
え
付
け
や
水
稲
の
刈
り
取

り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
が
あ
り
ま

す
。
天
候
も
考
慮
し
な
が
ら
余
裕
の

あ
る
作
業
計
画
を
立
て
ま
し
ょ
う
。

適
期
作
業
が
行
え
な
い
場
合
は
、
臨

時
雇
用
な
ど
の
確
保
を
早
め
に
行
い

ま
し
ょ
う
。

②
計
画
出
荷
の
励
行

　

収
穫
前
に
は
、
集
荷
団
体
な
ど
と

協
議
を
行
い
、
出
荷
計
画
を
作
成
し

ま
し
ょ
う
。
収
穫
出
荷
は
、
作
成
さ

れ
た
出
荷
計
画
に
応
じ
て
行
い
、
変

更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
早
め
に
集
荷

団
体
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

出
荷
計
画
を
超
え
た
出
荷
が
あ
る

と
、
工
場
で
の
保
管
期
間
が
長
く
な

り
、
腐
敗
等
に
よ
る
イ
モ
の
品
質
低

下
が
発
生
す
る
と
と
も
に
、
工
場
で

の
作
業
効
率
が
悪
く
な
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
出
荷
量
の
歩
留
ま
り

が
悪
く
な
り
、
収
入
の
減
少
に
つ
な

が
り
ま
す
。

③
ほ
場
選
別
の
徹
底

　
「
で
ん
ぷ
ん
用
は
ど
ん
な
イ
モ
で

も
入
れ
て
い
い
」
と
い
う
考
え
は
間

違
い
で
す
。
出
荷
規
格
は
「
腐
敗
の

な
い
75
グ
ラ
ム
以
上
の
イ
モ
」で
す
。

ほ
場
で
の
選
別
を
徹
底
し
、
規
格
外

イ
モ
の
混
入
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
特

に
腐
敗
イ
モ
の
混
入
は
、
輸
送
中
や

保
管
中
の
品
質
低
下
の
原
因
と
な
り

ま
す
の
で
、
絶
対
行
わ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

計
画
出
荷
の
励
行
や
、
選
別
の
徹

底
に
つ
い
て
は
、
で
ん
ぷ
ん
用
の
み

な
ら
ず
、
加
工
用
や
焼
酎
用
で
も
同

様
で
す
。
本
町
農
業
の
基
幹
品
目
で

あ
る
サ
ツ
マ
イ
モ
の
産
地
を
維
持
す

る
た
め
に
、
良
質
生
産
と
計
画
出
荷

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
農
林
課
農
政
係

　

☎
（
88
）
５
６
７
０
［
直
通
］

自衛官募集
　防衛省では、次のとおり自衛官を募集します。

◎問い合わせ先
　役場総務課　☎（86）1111[ 代表 ]
　自衛隊鹿児島地方協力本部　薩摩川内出張所　☎ 0996(22)2401

○受験資格、受付期間、試験期日
受験資格 受付期間 試験期日

高等工科学校
（推薦）

　男子で中卒（見込含）17 歳未
満の、成績優秀かつ生徒会活動
等に顕著な実績を納め、学校長
が推薦できる人

11 月 1 日（日）
～ 12 月 4 日（金）

平成 28 年 1 月 9 日（土）～ 11 日（月）
のいずれか１日を指定

高等工科学校
（一般）

男子で中卒（見込含）
17 歳未満の人　　 　

11 月 1 日（日）
～平成 28 年 1 月 8 日（金） １次：平成２８年１月２３日（土）
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８
月

１
日
～
４
日

５
日

６
日

７
日

８
日

10
日

11
日

12
日

17
日

18
日

18
日
～
20
日

21
日

22
日

24
日

27
日

28
日

29
日

30
日

31
日

先
進
地
研
修
（
長
島
の
感
性
を
磨
く
旅
）

総
合
戦
略
議
会
説
明
会
（
役
場
）

町
村
会
理
事
会　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

市
町
村
長
防
災
研
修
会　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

土
改
連
理
事
会　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

地
方
創
生
県
内
市
町
村
長
意
見
交
換
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

御
八
日
踊
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
内
）

道
の
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
発
式

　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
民
体
育
館
駐
車
場
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
セ
ミ
ナ
ー　
　
　
　
（
役
場
）

民
生
委
員
委
嘱
状
交
付
式　
　
　
　
（
役
場
）

総
合
戦
略
策
定
会
議　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

認
定
農
業
者
認
定
証
交
付
式　
（
指
江
庁
舎
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

離
島
行
政
懇
談
会　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

町
村
長
県
外
研
修　
　
　
　
　
（
福
井
県
外
）

出
水
地
域
開
発
促
進
協
議
会
に
よ
る
北
薩
地

域
振
興
局
へ
の
要
望　
　
　
（
薩
摩
川
内
市
）

第
３
回
小
中
学
校
統
合
再
編
協
議

　
　
　
　
　
　
　
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

科
学
の
祭
典

　
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
・
町
民
体
育
館
）

三
県
架
橋
建
設
促
進
・
町
制
施
行
10
周
年
記

念
第
30
回
カ
ヌ
ー
長
島
海
峡
横
断
大
会

（
牛
深
～
蔵
之
元
）

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
臨
時
会（
鹿
児
島
市
）

保
証
協
会
監
事
会　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

子
宝
お
祝
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

長
島
町
国
保
運
営
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

Ｊ
Ｆ
Ａ
設
立
意
見
交
換
会　
　
　
　
（
役
場
）

地
域
医
療
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
出
水
市
）

町
商
工
会
夏
ま
つ
り
チ
ビ
ッ
子
広
場

　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
民
体
育
館
駐
車
場
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
（
指
江
庁
舎
）

決
算
審
査
報
告　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

町
制
施
行
10
周
年
・
第
60
回
特
別
事
業

　

写
真
展
「
長
島
一
周
駅
伝
60
年
の
あ
ゆ
み
」

写
真
な
ど
の
借
用
に
つ
い
て

天
草
や
海
峡
深
く
烏い

か賊
釣
火
　
　
　
　
　
　
淵
脇
　
　
護

帰
省
子
に
お
に
ぎ
り
煮
し
め
卵
焼
き
　
　
　
大
堂
　
早
苗

海
の
子
の
艇
庫
開
き
て
夏
を
漕
ぐ
　
　
　
　
筑
前
　
初
市

島
日
和
岬
に
白
き
土
用
波
　
　
　
　
　
　
　
二
階
堂
恵
子

丸
刈
り
を
決
め
て
童
わ
ら
べ
や
更

こ
ろ
も
が
へ衣

　
　
　
　
　
　
関
　
佳
代
美

よ
ぢ
れ
た
る
背
ナ
の
湿
布
や
更
衣
　
　
　
　
迫
口
　
君
代

伸
び
切
っ
て
で
で
虫
空く
う

を
跨
ぎ
け
り
　
　
　
二
階
堂
妙
子

波
ぎ
は
に
し
か
と
根
を
張
り
浜
お
も
と
　
　
山
嵜
加
代
子

キ
ビ
ナ
ゴ
の
ナ
マ
ス
が
美
味
い
帰
省
か
な
　
大
堂
　
正
弘

家
中
に
陽
な
た
の
匂
い
梅
を
干
す
　
　
　
　
坂
口
　
静
子

衣こ
ろ
も
が
へ

替
い
つ
も
衣
替
ユ
ニ
ク
ロ
へ
　
　
　
　
　
大
堂
　
光
幸

［
短
歌
］

小
浜
崎
白
波
ド
ド
ン
荒
れ
狂
う
天
草
灘
は
ご
機
嫌
な
な
め

小
林　
　

貢

ガ
ラ
カ
ブ
を
あ
ら
か
ぶ
な
ど
と
言
う
人
は
長
島
あ
ら
ず
よ

そ
の
人
だ
ぞ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

繁

卯
の
花
の
つ
な
が
る
道
を
走
り
行
き
あ
の
時
兄
が
出
迎
え

た
道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

予
選
よ
り
応
援
せ
し
専
大
松
戸
わ
が
在
か
ら
の
初
の
甲
子
園

平
木
　
良
雄

何
事
も
仕
事
す
る
に
は
苦
に
な
ら
ず
や
る
と
思
へ
ば
過
ぐ

出
来
る
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
田
　
末
則

［
俳
句
］

蕎
麦
喰
ひ
し
と
思
わ
ば
啼
く
よ
ミ
ー
ミ
ー
蝉
　
宗
方
　
清
明

　昭和最後のベストセラー作
家。太宰治の人間像や作品の評
価について多数のエピソードを
紹介。

工
藤　

隆
一　

著

　「勝負の見所」から「独特の
しきたり」など、大相撲の世界
とその魅力を初心者にもわかり
やすく解説してあります。

大
相
撲 

誰
も
教
え
て
く
れ
な
か
っ
た

見
か
た
楽
し
み
か
た

太
宰
治
倶
楽
部　

編

も
っ
と
太
宰
治

心と
こ
ろ
て
ん

太
の
薬
味
に
き
ざ
み
し
島
み
か
ん
初
盆
の
膳
に
香
り
満

ち
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樫
平
　
頼
子

父
に
似
て
細
き
息
子
も
輪
に
踊
る
鉦か

ね

音
響
き
昏く

る
る
み
寺
は

米
尾
　
和
子

真
夏
日
の
続
く
け
だ
る
き
老
い
の
目
に
庭
の
紅
薔
薇
い
き

い
き
と
映
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
之
下
典
子

グ
ワ
バ
の
実
の
数あ
ま
た多

生
り
ゐ
る
枝
枝
を
縫
ふ
ご
と
糸へ

ち
ま瓜

の

黄
花
咲
き
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
タ
マ
エ

海う
な
も面

凪な

ぐ
黒
ノ
瀬
戸
行
け
ば
渦う

ず
し
お潮

は
淡
く
ま
き
ゐ
て
朝
日

に
光
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濱
田
美
代
子

終
戦
を
告
げ
給
ふ
御み

声
重
か
り
き
七
十
年
経
ぬ
李

す
も
も

熟
れ
て

ゐ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
畑
　
松
枝

湯
上
り
に
冷
し
た
る
ビ
ー
ル
を
飲
み
を
れ
ば
亡つ

ま夫
と
飲
み

た
る
日
々
蘇
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
元
　
睦
子

人
住
ま
ぬ
庭
に
野
牡
丹
咲
き
満
つ
を
来
秋
思
ひ
過
ぐ
る
マ

ン
ダ
リ
ン
ロ
ー
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
尾
　
　
操

離
れ
居
し
曾
孫
よ
ひ
と
日
待
ち
た
る
や
母
帰
り
来
て
笑
顔

に
変
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
ち
江

夕
日
差
す
軒の
き
ば端

の
支
え
に
生
り
下
が
る
糸
瓜
の
影
が
窓
に

揺
れ
お
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
房
代

八
十
も
近
く
な
り
た
り
こ
と
ご
と
く
母
の
言
葉
が
身
に
し

み
て
来
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
之
内
重
信

九
十
は
大
往
生
と
人
言
え
り
確
か
に
そ
れ
は
そ
う
な
ん
だ

け
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
義
彦

君
も
電
気
使
っ
て
い
る
で
し
よ
う
と
言
い
乍
ら
老
は
原
発

を
弁
護
し
て
来
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
原
百
合
子

若
い
時
は
指
が
も
っ
と
長
か
っ
た
ず
ん
ぐ
り
と
し
た
掌
を

つ
く
づ
く
と
見
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
元
　
　
司

こ
れ
の
世
に
父
母
お
ら
ぬ
こ
と
淋
し
暑
さ
極
る
お
盆
の
墓
所

野
村
　
益
信

母
よ
あ
な
た
を
ひ
と
り
残
し
て
来
た
と
き
の
あ
な
た
の
齢

に
わ
れ
も
な
り
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
　
洋
子

田
の
隅
に
さ
な
え
幾
束
枯
れ
行
け
り
補
植
用
な
れ
ど
水
の

届
か
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
　
学

　

11
月
21
日
（
土
）
に
開

催
さ
れ
る
長
島
一
周
駅
伝

競
走
大
会
は
、
今
回
で
60

回
目
を
迎
え
ま
す
。
記
念

す
べ
き
こ
の
大
会
と
併
せ

て
、
町
で
は
写
真
展
「
長

島
一
周
駅
伝
60
年
の
あ
ゆ

み
」
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

こ
の
写
真
展
で
は
、
こ

れ
ま
で
選
手
と
し
て
大
会

に
参
加
さ
れ
た
か
た
、
選

手
と
し
て
走
っ
た
家
族
を

応
援
し
た
か
た
、
沿
道
で

長
年
応
援
を
さ
れ
て
き
た

か
た
が
た
か
ら
、
長
島
一

周
駅
伝
に
ま
つ
わ
る
思
い

出
の
写
真
な
ど
の
、
展
示

を
行
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の

企
画
の
趣
旨
に
賛
同
く
だ

さ
り
、
思
い
出
の
写
真
ま

た
は
、
大
会
に
ま
つ
わ
る

資
料
を
お
貸
し
く
だ
さ
る

か
た
が
た
を
募
集
し
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り
で
す
。

長
島
と
く
と
く
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
抽
選
会

　

～
第
１
弾
は
３
１
４
本
の
豪
華
賞
品
～

　

本
町
の
地
方
創
生
関
連
事

業
の
一
つ
と
し
て
販
売
さ
れ

た
、
長
島
と
く
と
く
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
の
抽
選
会
が
、

９
月
４
日
、
長
島
町
商
工
会

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
抽
選
会
は
、
１
等

か
ら
７
等
の
計
３
１
４
本
の

豪
華
賞
品
が
準
備
さ
れ
ま
し

た
。

　

抽
選
結
果
の
確
認
お
よ
び

商
品
の
引
き
渡
し
は
長
島
町

商
工
会
で
行
っ
て
お
り
ま

す
。
引
換
期
間
は
9
月
14
日

（
月
）
か
ら
10
月
30
日
（
金
）

ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
第
２
弾
の
抽
選
会

は
、
12
月
中
旬
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

主
な
抽
選
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。
４
等
以
下
の
結

果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
家

庭
に
配
布
い
た
し
ま
す
。

当
選
番
号

１
等　

50
型
液
晶
テ
レ
ビ（
3
本
）

・
０
０
３
６
０
６

・
０
０
２
３
６
４

・
０
０
４
４
７
８

２
等　

背
負
式
草
刈
り
機（
5
本
）

・
０
０
３
４
０
１

・
０
０
２
４
４
２

・
０
０
９
３
２
８

・
０
１
２
１
６
５

・
０
０
３
９
１
３

３
等　

ゲ
ー
ム
機
（
２
本
）

・
０
１
１
５
８
５

・
０
０
８
３
７
６

１
．
募
集
す
る
も
の

　

大
会
に
ま
つ
わ
る
写
真
・
資
料

　

※
大
会
初
期
の
頃
の
写
真
・

　
　

資
料
が
特
に
希
少
で
す
。

　
　

お
持
ち
の
方
は
是
非
お
貸

　
　

し
く
だ
さ
い
。

２
．
写
真
募
集
期
間

　

平
成
27
年
９
月
16
日
（
水
）

～
10
月
16
日
（
金
）

３
．
提
出
場
所

　

長
島
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

（
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
内
）

４
．
そ
の
他

　

写
真
展
終
了
後
１
週
間
を
め

ど
に
写
真
は
返
却
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

５
．
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
教
育
委
員
会

　
　

社
会
教
育
課 

社
会
体
育
係

　

☎
（
88
）
６
５
０
０
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無
料
法
律
・
登
記
・
税
務
相

談
所
を
開
設
し
ま
す

　

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
、
鹿
児

島
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
及
び
南

九
州
税
理
士
会
鹿
児
島
県
連
合
で

は
、
10
月
１
日
「
法
の
日
」
に
ち

な
ん
だ
記
念
事
業
と
し
て
次
の
と

お
り
無
料
法
律
・
登
記
・
税
務
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

○
日
時

　

平
成
27
年
10
月
３
日
（
土
）

○
場
所

　

長
島
町
文
化
ホ
ー
ル

　

い
こ
い
の
部
屋
１
・
２
・
３

○
相
談
員

　

司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、

　

税
理
士

○
受
け
付
け
る
相
談
の
範
囲

　

①
土
地
建
物
の
登
記
に
関
す
る
事

　

②
土
地
の
地
積
、
分
筆
、
測
量
、

　
　

境
界
に
関
す
る
事

　

③
会
社
の
登
記
に
関
す
る
事

　

④
所
得
税
、
贈
与
税
、
相
続
税
、

　
　

そ
の
他
税
務
一
般
に
関
す
る
事

　

⑤
遺
言
な
ど

　

⑥
成
年
後
見
手
続
き

　

⑦
裁
判
手
続
や
裁
判
所
に
提
出

　
　

す
る
書
類
の
相
談
な
ど

　

⑧
消
費
者
金
融
問
題
、
架
空
請

　
　

求
問
題

　

⑨
供
託
に
関
す
る
事

※
さ
ま
ざ
ま
な
ご
相
談
に

　

対
応
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

　

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
９
９
（
２
５
６
）
０
３
３
５

　

鹿
児
島
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　

☎
０
９
９
（
２
５
７
）
２
８
３
３

　

南
九
州
税
理
士
会
鹿
児
島
県
連
合
会

　

☎
０
９
９
（
２
２
５
）
６
１
４
８

長
島
町
・
東
神
楽
町
少
年
交
流

事
業
「
東
神
楽
町
ウ
ィ
ン
タ
ー

ス
ク
ー
ル
」
参
加
者
募
集

　

長
島
町
で
は
、
北
海
道
東
神
楽

町
と
の
少
年
交
流
事
業
を
平
成
26

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
長
島
町
の
子
ど
も

た
ち
が
東
神
楽
町
を
訪
問
し
、
北

海
道
の
冬
の
自
然
を
体
験
し
て
交

流
を
深
め
ま
す
。

　

次
の
要
領
で
実
施
し
ま
す
の
で

希
望
さ
れ
る
人
は
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て

は
、
対
象
児
童
へ
資
料
を
配
付
し

ま
す
。

○
期
日

　

平
成
27
年
12
月
25
日
（
金
）
～

　

12
月
28
日
（
月
）
3
泊
4
日

○
場
所

　

北
海
道
上
川
郡
東
神
楽
町
・
旭
川
市

○
対
象

　

小
学
5
年
生
～
小
学
6
年
生

○
定
員　

20
人

　

＊
定
員
を
超
過
し
た
場
合
は
、

　

主
催
者
側
（
社
会
教
育
課
）
で

　

選
考
し
ま
す
。

○
参
加
費　

3
万
円

○
そ
の
他

　

各
小
学
校
を
通
じ
て
対
象
児
童

に
参
加
希
望
申
込
用
紙
を
配
付
し

ま
す
。

○
申
込
方
法

　

希
望
者
は
、
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
10
月
2
日

（
金
）
ま
で
に
社
会
教
育
課
（
文

化
ホ
ー
ル
内
）
に
ご
提
出
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
88
）
６
５
０
０

小
型
船
舶
免
許
更
新
・
失
効

講
習
の
お
知
ら
せ

　

小
型
船
舶
操
縦
免
許
の
有
効
期

限
が
１
年
2
カ
月
以
内
に
切
れ
る

人
お
よ
び
失
効
し
て
い
る
人
を
対

象
に
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

○
講
習
日
時

　

10
月
３
日
（
土
）
午
後
2
時
～

〇
講
習
場
所

　

長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　

３
階
会
議
室

○
当
日
持
参

　

①
操
縦
免
許
証
②
認
印
③
料
金

　

※
住
民
票（
本
籍
記
載
の
も
の
）

　

は
、
操
縦
免
許
証
に
住
所
の
記

　

載
が
無
い
場
合
、
記
載
事
項
に

　

変
更
が
あ
る
場
合
に
必
要
で
す
。

　

写
真
は
当
日
撮
影
し
ま
す
。

○
料
金
・
講
習
時
間

　

更
新    

９
千
円　

１
時
間

　

失
効　
１
万
５
千
円　
２
時
間
20 

分

　
（
送
料
・
写
真
代
を
含
む
）

※
で
き
る
だ
け
事
前
に
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
、
視
力
検
査
も
実
施
し

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

入
枝
海
事
事
務
所

　

☎
０
９
９
（
２
８
１
）
７
７
５
３

「
飲
酒
の
こ
と
で
悩
む
家
族
の

つ
ど
い
」
の
開
催

　

飲
酒
問
題
の
解
決
の
第
一
歩

は
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響
や
依
存

症
に
つ
い
て
正
し
く
知
る
こ
と
で

す
。

　

出
水
保
健
所
で
は
、
家
族
や
身

近
な
か
た
の
飲
酒
の
こ
と
で
悩
ん

で
い
る
か
た
の
つ
ど
い
を
開
催
し

ま
す
。

　

互
い
に
学
び
あ
い
、
語
り
合
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？
（
こ
の
集
い
で

は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
厳
守
し
ま
す
）

○
日
時

　

平
成
27
年
10
月
～
平
成
28
年
3

月
の
毎
月
第
２
金
曜
日

（
10
月
9
日
、
11
月
13
日
、
12
月

11
日
、
1
月
8
日
、
2
月
12
日
、

3
月
11
日
）

午
後
２
時
～
午
後
３
時
３
０
分

○
場
所

　

鹿
児
島
県
出
水
保
健
所
１
階
相
談
室

　
（
旧
鹿
児
島
県
合
同
庁
舎
内
）

○
内
容

　

ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響
や
依
存
症

に
つ
い
て
の
学
習
会
、
座
談
会
、

当
事
者
や
家
族
の
体
験
談
な
ど
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
参
加
希
望
の

か
た
は
、
事
前
に
お
電
話
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

鹿
児
島
県
出
水
保
健
所
保
健
係

　

☎
（
62
）
１
６
３
６

「
お
く
す
り
整
理
相
談
バ
ッ

グ
」
っ
て
何
？

　
「
お
く
す
り
整
理
そ
う
だ
ん

バ
ッ
グ
」
は
、
安
心
し
て
お
薬
を

飲
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
薬
剤
師

が
、
お
持
ち
頂
い
た
飲
み
残
し
の

お
薬
の
数
量
、
保
管
状
況
、
服
用

状
況
等
を
チ
ェ
ッ
ク
、
古
く
な
っ

て
使
え
な
い
お
薬
や
、
飲
み
間
違

い
を
防
ぎ
ま
す
。

　

お
薬
の
服
用
を
管
理
し
飲
み
残

し
を
減
ら
し
、
ま
た
、
正
し
く
お

薬
を
飲
ん
で
頂
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
お
薬
本
来
の
効
果
を
提
供
で

き
ま
す
。

　

残
薬
等
を
整
理
す
る
こ
と
で
、

患
者
様
の
医
療
費
負
担
の
軽
減
に

つ
な
が
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
か
か
り
つ
け
薬
局
に
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
度
鹿
児
島
障
害
者
職

業
能
力
開
発
校　

訓
練
生
募
集

　

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
で
は
、
障
が
い
者
の
訓
練
生
を

募
集
し
ま
す
。

○
募
集
期
間

　

10
月
5
日（
月
）～
11
月
13
日（
金
）

○
訓
練
期
間

　

平
成
28
年
4
月
か
ら
1
年
間

　

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
あ
っ
せ
ん

　

を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
雇
用
保

　

険
の
延
長
、
職
業
訓
練
受
講
給

　

付
金
・
訓
練
手
当
の
支
給
が
受

　

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

☎
０
９
９
６
（
44
）
２
２
０
６

県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校

一
般
入
校
生
募
集

　

県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
平
成
28
年
度
一
般
入
校
生
を

募
集
し
ま
す
。

○
募
集
科
目

　

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科
、
情
報
処
理
課

○
募
集
人
員　

各
科
20
人

○
訓
練
期
間　

各
科
２
年

○
応
募
資
格

　
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人
、
平

成
28
年
3
月
に
卒
業
見
込
み
の
人

○
願
書
受
付
期
間

　

平
成
27
年
9
月
1
日
（
火
）
～

　

平
成
28
年
３
月
４
日
（
金
））

　

Ａ
日
程
の
締
切
日
は
10
月
30
日（
金
）

（
当
日
消
印
有
効
）

○
Ａ
日
程
選
考
日

　

11
月
6
日
（
金
）

　

Ｂ
日
程
以
降
の
選
考
日
に
つ
い

　

て
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
０
９
９
５
（
65
）
２
２
４
７

オータムジャンボ宝くじが発売されます！
　この宝くじの収益金は市町村の明るいまちづくりや環境対策、
高齢化対策など地域住民の福祉の向上のために使われます。

１等　3 億 3,000 万円× 13 本
　　　（発売総額 390 億円・13 ユニットの場合）
前後賞各　3,000 万円× 26 本
　　　（発売総額 390 億円・13 ユニットの場合）
発売期間：平成 27 年 9 月 28 日（月）
　　　　　　　　～ 10 月 16 日（金）
抽 選 日：平成 27 年 10 月 23 日（金）
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★地域の行事や身近な話題、耳寄りな情報をお待ちしています!
広報誌への問い合わせ、取材依頼は…　役場企画財政課広報統計係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎（86）1134［直通］

「道の日」のボランティア

き缶拾いにガードレール清掃空
　８月 10 日、長島町建友会（福山義弘会長）が
道の日にあわせてボランティア作業を行いまし
た。
　このボランティア作業には、35 社から 65 人が
参加し、出発式のあと、町内主要道路一円の空き
缶拾いを実施しました。
　また、建設業組合出水支部青年部による県道葛
輪瀬戸線川床赤崎間のガードレール清掃も実施さ
れました。
　当日は、日差しの強い一日となりましたが、多
くの空き缶が集まり、主要道路の景観向上に寄与
しました。

↑青年部によるガードレール清掃

↑外装が黒板に加工されているモビウム号

開花まで 30年以上？！

ックリラン町内２カ所で開花ト
　トックリランは、メキシコ東部が原産の植物で、
日本では観葉植物として用いられています。非常
に成長が遅く、樹齢が 10 年を越えるとクリーム
色の花が咲きますが、幻の花と言われるほど珍し
く日本で花を目にすることはなかなかできないと
言われています。
　8 月、そのトックリランの花が、田島耕作さん

（上揚）宅、山本久光さん（蔵之元）宅の町内２
カ所で開花しました。
　共に、30 年以上前に苗木を購入。成長するご
とに鉢を植え替え、今では露地に植え替えられて
いました。
　田島耕作さんは「先日、亡くなった父が大事に
育てていた。40 数年の時を経て見事に花を咲か
せ、父も喜んでいるのでは」と話してくれました。

移動型バスミュージアム

ビウムがやってきたモ
　8 月 21 日、文化庁メディア芸術祭 鹿児島展の
関連ワークショップとして、移動型バスミュージ
アム「MOBIUM（モビウム）」が長島町に来ました。
　大型バスをベースとしたモビウムは、さまざま
な地域・場所を移動しながら、環境音や環境光な
ど、場所特有の情報を取り込み、動画や音楽へ再
構築して見せる実験場であり、ミュージアムと
なっています。
　この日は、太陽の光で動く楽器を作るワーク
ショップを開催。児童ら 20 人が参加し、ソーラー
パネルや回路を繋いで、太陽光で動く楽器を作り、
電気や回路の仕組みを楽しみながら学んでいまし
た。
　モビウムの運転手でありアーティストの河村陽
介さんは「モビウムの運営を始めて 10 年目とな
る。もともと、フィールドワークが好きで、それ
で得たものを皆に提供できたら」と話しました。

入賞者続々
九州ブロック B&Gスポーツ大会南

　８月 20 日に開催された南九州ブロック B ＆ G
スポーツ大会（熊本県津奈木町）カヌー競技の部
及び水泳競技の部に町内の小・中学生が出場しま
した。南九州地区の市町村から多くの選手が参加
する中、子どもたちはこれまでの活動の成果を精
一杯発揮して競技に臨み、多数入賞しました。結
果については次のとおりです。
◎カヌー競技の部
　小学生男子［１位］　有馬　敏暉（蔵之元小６年）
　　　　　　［３位］　植元　奏（鷹巣小６年）
　中学生女子［１位］　江口　美紀（平尾中２年）
　　　　　　［２位］　下塩見　理沙（長島中２年）
　　　　　　［３位］　瀬ノ口　紗恵（長島中２年）
　中学生男子［１位］　江口　春記（平尾中３年）
◎水泳の部
　小学６年生　女子
　　50 ｍ自由形　［１位］　川原　綾（田尻小）
　　50 ｍ平泳ぎ　［1 位］　川原　綾（田尻小）
　小学４年生　男子
　　50 ｍ平泳ぎ　［１位］　岩元　隼人（鷹巣小）

↓
受
賞
し
た
児
童
た
ち

エコリア北薩リサイクル祭り

ったいない再確認も
　リサイクルセンターエコリア北薩では、7 月
13 日から 8 月 2 日の間、リサイクル祭りが開催
されました。通常の見学に加え、最終日には普段
は見ることができない破砕設備等の見学があり、
来場者は、ごみ減量やリサイクルについて理解を
深めていました。
　また、修理再生された自転車や家具などの抽選
会や衣類、書籍などの無料頒布などもあり、多く
の人でにぎわいました。

↑普段は見ることの出来ないバックヤードツアー

　また、８月 15、16 日に開催された九州カヌーア
ンダージュニア大会兼鹿児島県カヌー大会（伊佐市
菱刈）には、夏期休業期間中開催のＢ＆Ｇカヌー教
室に参加している江口 春記さん（平尾中３年）、江
口 美紀さん（平尾中２年）の２人が参加し、見事
入賞しました。結果は以下のとおりです。
　【普及艇の部（200 ｍ） 中学生男子】
　　江口 春記　　 優勝
　【普及艇の部（200 ｍ） 中学生女子】
　　江口 美紀　　 ３位

↑綺麗な花を咲かせた２本のトックリラン
（写真左：田島さん宅、右：山本さん宅）
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（　）内は前月比

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

謹
ん
で
お
悔
み

　
　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

10,975 (+ 2)

平成 27 年 8 月 31 日現在

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
つ
わ
ぶ
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

実
行
委
員
会
（
役
場
景
観
推
進
課
）

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

　

次
の
か
た
か
ら
広
報
「
長
島
」

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  5,298 ( -  5)
5,677 (+ 7) 

  4,471 (+ 1)

　

８
月
10
日
（
月
）
に
川
床
ふ
れ

あ
い
の
郷
「
花
カ
フ
ェ
長
島
」
で

押
し
花
の
は
が
き
つ
く
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
子
ど
も
た
ち
11
人
が
参

加
し
、講
師
の
先
生
の
説
明
の
後
、

専
用
の
は
が
き
に
思
い
思
い
の
花

を
貼
り
付
け
て
い
ま
し
た
。

　

中
に
は
、
家
族
や
友
達
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
書
く
子
ど
も
た
ち
も
い

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
は
「
初
め
て
の

体
験
で
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
参
加

し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

押
し
花
の
は
が
き
つ
く
り
に

　
　

町
内
の
児
童
が
参
加

↑完成したはがきを手に取る児童

▽
長
島
の
夏
の
イ
ベ
ン
ト
に
追
わ

れ
（
追
い
？
）、
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
た
８
月
。

　

９
月
に
入
り
、
少
し
は
ゆ
っ

く
り
で
き
る
か
な
と
思
い
な
が

ら
、
広
報
な
が
し
ま
９
月
号
に
付

属
す
る
お
知
ら
せ
カ
レ
ン
ダ
ー
を

作
成
し
て
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

「
な
が
し
ま
造
形
美
術
展
」、「
焼

酎
祭
り
」、「
ト
ラ
イ
ジ
ョ
ギ
ン
グ

大
会
」、「
秋
の
花
フ
ェ
ス
タ
」、

「
長
島
古
墳
ま
つ
り
」
…
そ
し
て
、

「
第
30
回
国
民
文
化
祭
か
ご
し
ま

２
０
１
５
」。
激
動
の
？
長
島
の

秋
は
も
う
す
ぐ
で
す
。（

濵
田
将
尚
）

　

町
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
第
２

回
長
島
つ
わ
ぶ
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

〇
開
催
期
日　

11
月
６
日
（
金
）

〇
場
所　

長
島
町
総
合
町
民
体
育
館

〇
コ
ー
ス　

13
㎞
・
７
㎞
の
２
コ
ー
ス

〇
定
員　

１
０
０
０
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

〇
参
加
料　

１
５
０
０
円

（
参
加
料
に
は
昼
食
代
が
含
ま
れ
ま
す
）

〇
申
込
期
限　

10
月
９
日
（
金
）
当
日
消
印
有
効

※
本
年
度
は
10
月
17
日
～
11
月
15
日
ま
で
、
国

民
文
化
祭
「
な
が
し
ま
造
形
美
術
展
」
が
開
催

さ
れ
る
た
め
、
駐
車
場
な
ど
の
都
合
に
よ
り
平

日
に
開
催
し
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
２
回
つ
わ
ぶ
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
参
加
者
募
集

　

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
な
ど
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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